
温室効果ガスの排出の量を自ら削減したものとみなすことができる手段の細則

を定める要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は，京都市地球温暖化対策条例施行規則（以下「規則」とい

う。）第１６条に規定する温室効果ガスの排出の量を自ら削減したものとみな

すことができる手段に関して，必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において使用する用語は，京都市地球温暖化対策条例（以下

「条例」という。）及び規則で使用する用語の例による。 

（温室効果ガスの排出の量を自ら削減したものとみなすことができる手段） 

第３条 規則第１６条各号に規定する市長が指定する機関は別表のとおりとす

る。 

附 則（平成２３年３月３１日制定） 

この要綱は，平成２３年４月１日から実施する。 

  附 則（平成２６年７月３日） 

この要綱は，平成２６年７月３日から実施する。ただし，改正後の要綱の施

行日前に平成２３年度以降の３年間を計画期間とする事業者排出量削減計画書

を提出した特定事業者にあっては，平成２３年度以降の３年間の各年度の事業

者排出量削減報告書の提出について，なお従前の例によるものとする。 

  附 則（平成２９年６月２３日） 

この要綱は，平成２９年６月２３日から実施する。 

 附 則（令和２年６月１２日） 

この要綱は，令和２年６月１２日から実施する。 

 附 則（令和３年３月３１日） 

この要綱は，令和３年４月１日から実施する。 



別表 

手段 市長が指定する機関 制度又は書類の名称 

森林の保全及び整備 
公益社団法人京都モデルフ

ォレスト協会 

京都府森林吸収量認証

制度 

地域産木材の利用 
一般社団法人京都府木材組

合連合会 
京都府産木材認証制度 

他の者が自主的に行っ

た地球温暖化対策によ

り削減され，又は吸収

された温室効果ガスの

量に係る取引 

国（Ｊ－クレジット制度認

証委員会） 

国内クレジット制度 

オフセット・クレジット

（Ｊ－ＶＥＲ）制度 

Ｊ－クレジット制度 

京都市 
ＤＯ  ＹＯＵ  ＫＹＯＴＯ？

クレジット制度 

京都環境行動促進協議会 
京都版ＣＯ２排出量取

引制度 

 


